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太
宰
治
の
「
雀
こ
」
は
、「
作
品
」
一
九
三
五
年
七
月
号
に
、「
玩
具
」

に
続
け
て
掲
載
さ
れ
た
（
目
次
に
は
「
玩
具
」
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
）。

『
晩
年
』（
砂
子
屋
書
房
、
一
九
三
六
・
六
）
に
は
独
立
し
て
収
録
さ

れ
、
以
後
『
晩
年

太
宰
治
第
一
短
篇
小
説
集
（
第
一
小
説
集
叢
書
）』

（
砂
子
屋
書
房
、
一
九
四
一
・
七
）、『
晩
年
（
養
徳
叢
書（

））』（
養
徳

15

社
、
一
九
四
六
・
四
）、『
晩
年
（
新
潮
文
庫
）』（
新
潮
社
、
一
九
四
七
・

一
二
）、『
晩
年
（
太
宰
治
代
表
作
集
）』（
新
潮
社
、
一
九
四
八
・
七
）、

『
太
宰
治
全
集
第
一
巻

晩
年
』（
八
雲
書
店
、
一
九
四
八
・
九
）
に
再

録
さ
れ
た
。

以
上
の
内
容
は
、
山
内
祥
史
「
解
題
」（
『
太
宰
治
全
集
第
一
巻
』
筑

摩
書
房
、
一
九
八
九
・
六
）
を
は
じ
め
、
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、「
雀
こ
」
が
、
作
者
生

前
に
、
こ
れ
ま
で
学
界
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
雑
誌
に
再
録
さ
れ
て
い

た
事
実
で
あ
る
。

雑
誌
の
名
は
「
火
焰
木
」
。
掲
載
さ
れ
た
の
は
第
三
号
（
目
次
と
奥
付

で
第
３
号
と
表
記
さ
れ
、
表
紙
で
は
「
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
Ⅱ
Ｎ
Ｏ
．
Ⅰ
」
と
記

さ
れ
て
い
る
）
。
一
九
四
八
年
一
月
一
〇
日
印
刷
。
同
一
五
日
発
行
。
編

輯
兼
発
行
人
は
早
川
利
康
。
発
行
所
は
東
京
都
江
戸
川
区
小
岩
町
三
の
一

三
一
五

火
焰
木
社
。
定
価
二
〇
円
。
全
三
二
頁
で
、
二
頁
か
ら
七
頁
に

か
け
て
「
雀
こ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

Ｓ
・
Ｔ
に
よ
る
「
後
記
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

太
宰
治
氏
か
ら
は
特
に
『
雀
こ
』
の
再
録
の
御
承
諾
を
得
た
。
こ

れ
は
、『
詩
』
と
云
ふ
も
の
と
、『
小
説
』
と
云
ふ
も
の
の
限
界
を
、

は
つ
き
り
考
へ
て
も
み
ず
に
、
行
わ
け
散
文
を
、
ぼ
ん
や
り
と
、
或

は
、
懸
命
に
、
の
た
の
た
、
せ
つ
せ
と
書
い
て
ゐ
る
態
の
詩
人
た
ち

に
ほ
ん
の
チ
ヨ
ツ
ピ
リ
で
は
あ
る
が
お
薬
と
し
て
用
ひ
て
い
た
だ
か

う
と
い
ふ
配
慮
の
も
と
に
太
宰
氏
に
は
、
大
変
、
御
無
理
を
強
い
た

様
な
訳
で
あ
る
。
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ど
の
よ
う
な
形
に
よ
っ
て
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
一
九
四

七
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
ご
ろ
に
、
太
宰
本
人
の
許
可
を
取
り
付
け
た
上

で
再
録
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、「
火
焰
木
」
と
は
ど
の
よ
う
な
雑
誌
だ
っ
た
の
か
。
稿
者
が
古

書
店
で
手
に
入
れ
た
の
は
、
創
刊
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
三
冊
で
あ
る
。

三
号
で
終
刊
し
た
の
か
、
そ
れ
以
降
も
続
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た

だ
、
全
国
の
図
書
館
・
文
学
館
等
で
も
ほ
と
ん
ど
目
に
し
な
い
こ
と
か

ら
、
長
く
継
続
し
た
と
は
想
像
し
に
く
い
。
敗
戦
直
後
、
日
本
各
地
で
大

量
に
発
刊
さ
れ
、
ほ
ど
な
く
し
て
消
え
て
い
っ
た
雑
誌
の
一
つ
と
見
ら
れ

る
。創

刊
号
は
三
二
頁
。
一
九
四
七
年
三
月
一
〇
日
発
行
。
編
輯
兼
発
行
人

は
關
澤
潤
一
郎
。
発
行
所
は
東
京
都
杉
並
区
馬
橋
三
の
三
三
九
の
一
火

焰
木
社
。
定
価
一
〇
円
で
あ
る
。
奥
付
の
「
編
集
同
人
」
に
は
宇
津
木

賢
・
田
中
園
人
・
早
川
利
康
・
高
橋
謙
三
・
長
谷
部
龍
・
關
澤
潤
一
郎
の

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
創
刊
号
の
「
同
人
雑
記
」
を
読
む
と
、
宇
津
木
が

雑
誌
創
刊
の
中
心
で
あ
り
、
田
中
が
協
力
し
、
高
橋
は
田
中
に
誘
わ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
早
川
と
長
谷
部
は
、
宇
津
木
と
「
詩
洋
」
に

集
っ
た
仲
間
で
あ
っ
た
。

「
詩
洋
」
は
一
九
二
四
年
一
〇
月
に
、
前
田
鉄
之
助
を
中
心
に
作
ら
れ

た
雑
誌
で
あ
る
。
宇
津
木
が
「
詩
洋
」
同
人
に
加
わ
っ
た
の
は
一
九
三
五

年
一
月
号
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
二
月
号
以
降
に
は
早
川
の
詩
も
多

く
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
長
谷
部
の
詩
は
、
調
査
の
範
囲
で
は
一
九

三
八
年
一
月
号
に
最
初
に
載
り
、
以
後
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
る
。

こ
の
「
詩
洋
」
一
月
号
で
は
、
宇
津
木
の
詩
集
『
青
き
夜
』（
詩
洋

社
、
一
九
三
七
・
一
〇
）
が
出
た
直
後
と
あ
っ
て
、
小
特
集
が
組
ま
れ
、

關
沢
が
「
「
青
き
夜
」
の
著
者
と
作
品
と
」
を
、
早
川
が
「
「
青
き

夜
」
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
『
青
き
夜
』
の
「
跋
」
も
書
い
て
い
る
關
沢

は
、
そ
こ
で
「
郷
里
を
同
じ
く
す
る
関
係
上
、
著
者
と
は
色
々
と
交
渉
が

多
か
つ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
密
な
繋
が
り
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、

「
宇
津
木
氏
は
六
、
七
年
以
前
盛
に
民
謡
を
書
い
て
居
ら
れ
た
」
こ
と
を

証
言
し
て
い
る
。
關
澤
も
『
民
謡
集

潮
出
来
島
』（
日
立
書
房
、
一
九

三
五
・
五
）
の
著
者
で
あ
り
、
同
詩
集
に
は
「
方
言
民
謡
抄
篇
」
と
し
て

一
〇
篇
の
方
言
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
に
、
方
言
を
活
か

し
た
「
雀
こ
」
へ
の
関
心
の
源
泉
が
う
か
が
え
よ
う
。

第
二
号
は
三
二
頁
。
「
編
輯
後
記
」
は
關
澤
潤
一
郎
と
宇
津
木
賢
が
執

筆
。
一
九
四
七
年
一
一
月
一
日
発
行
。
編
輯
兼
発
行
人
は
早
川
利
康
。
発

行
所
は
東
京
都
江
戸
川
区
小
岩
町
三
の
一
三
一
五
火
焰
木
社
。
定
価
一

五
円
で
あ
る
。

こ
の
第
二
号
に
は
、「
詩
と
詩
人
を
語
る
」
と
い
う
宇
津
木
・
田
中
・

早
川
に
よ
る
座
談
会
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
座
談
会
の
話
題
は
「
既
成
詩

壇
に
つ
い
て
」「
所
謂
大
家
中
堅
詩
人
に
つ
い
て
」「
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、「
文
壇
人
の
詩
に
つ
い
て
」
語
っ
た

部
分
で
、
多
く
の
文
壇
人
の
詩
に
は
「
詩
の
本
念
の
仕
事
で
あ
る
形
式
探

求
が
な
ん
に
も
な
い
」（
早
川
）
が
、
井
伏
鱒
二
の
詩
に
は
例
外
的
に
関

心
を
示
す
三
人
は
、
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
し
て
い
る
。
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田

中

そ
り
や
ね
、
井
伏
あ
た
り
だ
と
、
あ
た
り
前
の
こ
と
を
書

き
な
が
ら
、
あ
れ
だ
け
の
と
ぼ
け
か
た
を
押
し
出
し
て
ゐ
る
だ
ら
う
。

あ
れ
は
ね
、
詩
の
中
で
語
ら
れ
て
る
事
件
の
生
む
と
ぼ
け
方
ぢ
や
な

く
て
、
文
体
の
生
む
と
ぼ
け
方
な
ん
だ
よ
。
さ
う
云
ふ
こ
と
が
読
ん

で
ゐ
て
よ
く
わ
か
る
。

と
、
云
ふ
こ
と
は
、
井
伏
が
、
作
家

と
云
ふ
よ
り
も
詩
人
な
ん
ぢ
や
な
い
の
か
な
。

早

川

う
ん
。

宇
津
木

井
伏
の
他
に
そ
ん
な
の
が
ゐ
る
か
ね
？

田

中

太
宰
な
ん
か
も
案
外
詩
人
か
も
知
れ
な
い
。

早

川

さ
う
云
ふ
云
ひ
方
を
す
れ
ば
、
大
分
、
詩
人
が
ふ
え
る
訳

だ
な
。（
笑
ふ
）

こ
の
よ
う
な
太
宰
を
「
詩
人
」
と
し
て
評
価
す
る
見
方
が
、
第
三
号
に

お
け
る
「
雀
こ
」
再
録
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
三
号
の
「
後

記
」
を
書
い
た
Ｓ
・
Ｔ
は
田
中
園
人
で
あ
ろ
う
）
。

た
だ
し
、「
火
焰
木
」
収
録
の
本
文
は
、
従
来
の
「
雀
こ
」
を
忠
実
に

再
録
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
内
容
を
根
本
的
に
変
え
る
よ
う
な
異
同

は
な
い
も
の
の
、「
井
伏
鱒
二
へ
。
津
軽
の
言
葉
で
。」
が
「
井
伏
鱒
二

へ
、
津
軽
の
言
葉
」
に
な
っ
て
い
る
（
読
点
が
句
点
に
な
っ
た
り
、
句
点

が
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
）
な
ど
の
細
か
い
ち
が
い
は
複
数
見
受
け
ら

れ
る
。
ま
た
、「
か
う
し
て
一
羽
一
羽
と
雀
こ
貰
る
ん
だ
ど
も
し
」
と
い

う
一
節
が
「
か
う
し
て
一
羽
ん
だ
と
雀
こ
貰
る
一
羽
ど
も
し
」
と
混
乱
し

た
形
に
な
っ
て
い
る
。
「
そ
ろ
そ
ろ
と
晩
げ
に
な
つ
た
ず
お
ん
」
の
前
の

一
行
ア
キ
が
な
く
な
り
、「
い
つ
も
の
晩
げ
の
ご
と
、
お
な
じ
昔
噺
を

し
、
聞
く
の
だ
ず
お
ん
」
の
後
に
一
行
ア
キ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
冒
頭
と

末
尾
の
「
長
え
長
え
昔
噺
、
知
ら
へ
が
な
」
か
ら
「
ま
た
、
か
ら
す
あ
、

が
あ
て
啼
け
ば
、
橡
の
実
あ
、
一
つ
ぼ
た
ん
て
落
づ
る
ず
お
ん
」
ま
で
の

リ
フ
レ
イ
ン
の
う
ち
、
末
尾
の
方
か
ら
「
そ
の
て
つ
ぺ
ん
さ
、
か
ら
す
一

羽
来
て
と
ま
つ
た
ず
お
ん
」
の
一
行
が
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
再
録
に
あ
た
っ
て
作
者
や
編
者
が
意
図
し
て
改
変
し
た
と
は
思
い

に
く
い
異
同
が
目
に
つ
く
。
お
そ
ら
く
「
火
焰
木
」
側
の
ミ
ス
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、「
雀
こ
」
の
「
火
焰
木
」
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、
太

宰
が
許
可
し
た
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
際
に
書
き
直
し
た

り
、
自
ら
ゲ
ラ
に
目
を
通
し
た
り
は
し
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
、「
雀
こ
」
の
戦
後
の
詩
誌
に
お
け
る
再
録
に
つ
い
て
紹
介
し
て

き
た
。
む
ろ
ん
「
雀
こ
」
は
小
説
な
の
か
詩
な
の
か
と
い
う
議
論
に
は
あ

ま
り
意
味
が
な
い
だ
ろ
う
。
太
宰
治
に
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
固
定
で
き
な
い

作
品
が
珍
し
く
な
い
。
た
と
え
ば
小
説
と
も
随
想
と
も
つ
か
な
い
作
品
が

存
在
す
る
。「
フ
ォ
ス
フ
ォ
レ
ッ
ス
セ
ン
ス
」（
「
日
本
小
説
」
一
九
四

七
・
七
）
や
「
朝
」（
「
新
思
潮
」
一
九
四
七
・
七
）
は
明
ら
か
に
小
説

と
し
て
読
ま
れ
る
（
後
者
は
初
出
で
も
「
小
説
」
欄
に
発
表
さ
れ
て
い

る
）
が
、
生
前
に
『
太
宰
治
随
想
集
』（
若
草
書
房
、
一
九
四
八
・
三
）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
海
」（
「
文
学
通
信
」
一
九
四
六
・
七
）
は
、

「
随
筆
」
欄
に
発
表
さ
れ
た
が
、
太
宰
の
「
創
作
年
表
」（
『
太
宰
治
全

集
別
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
年
四
月
）
で
は
「
コ
ン
ト
（
海
）」
と

記
入
さ
れ
て
い
る
。
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詩
誌
「
火
焰
木
」
の
同
人
た
ち
は
、
詩
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

読
者
に
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
「
雀
こ
」
を
再
録
し
た
。

た
だ
、
太
宰
治
作
品
の
読
者
と
し
て
は
、
生
前
に
詩
誌
に
再
録
さ
れ
、
作

者
も
許
可
し
た
と
い
う
そ
の
事
実
に
よ
っ
て
、
「
雀
こ
」
を
読
む
際
に
、

必
ず
し
も
小
説
と
い
う
枠
組
み
で
読
ま
な
く
て
も
よ
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
火
焰
木
」
目
次
（
数
字
は
頁
番
号
を
示
す
）

創
刊
号

回
想
の
譜

宇
津
木
賢

４

夜

田
中
園
人

６

冬
日
抄

早
川
利
康

８

剣

高
橋
謙
三

１
０

鬼
火

高
橋
謙
三

１
１

秋
立

長
谷
部
龍

１
２

歴
史

關
沢
潤
一
郎

１
４

詩
論
以
前
の
詩
論

早
川
利
康

１
６

歌
（
ミ
ユ
ツ
セ
）

杉
捷
夫

２
０

バ
ラ
ー
ド
（
ヴ
イ
ヨ
ン
）

佐
藤
輝
夫

２
２

橋
を
つ
く
る

野
住
宏

２
６

阿
騎
野
の
人
麿

一
條
冬
美

２
７

女

青
柳
か
ず
を

２
８

木
影
の
宿

比
良
木
眞
言

２
９

同
人
雑
記

宇
津
木
賢

３
０

田
中
園
人

高
橋
謙
三

時
評

Ｄ
・
Ｃ
・
Ｃ

３
０

火
焰
木
賞
・
応
募
詩
規
約

３
２

表
紙

三
岸
節
子
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カ
ツ
ト

三
岸
節
子

田
中
田
鶴
子

成
瀬
嘉
與
子

第
二
号

晩
夏

田
中
園
人

２

月
夜

田
中
園
人

２

祈
祷

安
達
太
郎

３

傑
作

早
川
利
康

４

梟

竹
吉
新
一
郎

５

メ
ル
ヘ
ン

高
橋
謙
三

６

新
し
き
季
節
に

東
郷
克
郎

７

白
粉

高
具
秀
雄

７

詩
人
へ
の
希
望

兼
常
清
佐

１
０

春
山
行
夫
さ
ん
へ

安
達
太
郎

１
３

時
評

Ｄ
・
Ｃ
・
Ｃ

１
４

墓
参

宇
津
木
賢

１
５

斧
を
ふ
る
人

亡
父
回
忌

長
谷
部
龍

１
６

秋
風

花
野
二
郎

１
７

カ
ン
ヴ
ア
ス

關
沢
潤
一
郎

１
８

神
保
光
太
郎
さ
ま
へ

三
越
左
千
夫

１
９

自
由
詩
の
苦
悶

木
下
常
太
郎

２
０

北
園
克
衛
先
生

早
川
利
康

２
１

A
S
o
lilo
q
u
y

一
月

中
村
忍

２
２

短
章

長
谷
部
美
津
子

２
２

草
原
に
て

雨
宮
夏
生

２
３

夜
の
歌

三
越
左
千
夫

２
３

早
春
の
花

青
柳
か
ず
を

２
４

開
閉
橋
風
景

天
野
精
一

２
４

風
の
底
へ

齋
藤
峯
明

２
５

風

高
島
祥
介

２
５

詩
と
詩
人
を
語
る

宇
津
木
賢

２
６

田
中
園
人

早
川
利
康

火
焰
木
原
稿
募
集
・
火
焰
木
賞

３
２

編
輯
後
記

關
沢
潤
一
郎

宇
津
木
賢

第
三
号

雀
こ

太
宰
治

２

現
代
詩
へ
の
訣
別

早
川
利
康

８

日
蝕

高
橋
謙
三

１
０

同
族

宇
津
木
賢

１
０

星
の
夜
の
歌

眞
尾
倍
弘

１
３
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丸
山
薫
氏
へ

高
具
秀
雄

１
５

故
井

則
武
三
雄

１
５

有
楽
町

竹
吉
新
一
郎

１
６

罪
祭

安
達
太
郎

１
６

道

關
沢
潤
一
郎

１
７

小
指

小
林
知

１
８

感
情
の
天

青
柳
か
ず
を

１
８

南
の
追
憶

高
具
秀
雄

１
９

北
園
克
衛
先
生
へ

早
川
利
康

１
９

こ
の
頃
の
詩
は

筏
井
嘉
一

２
０

現
代
詩
の
壊
乱

富
澤
赤
黄
男

２
２

詩
雑
記

網
野
菊

２
５

横
光
利
一
氏
の
詩

入
交
俊
作

２
６

時
評

Ｄ
・
Ｃ
・
Ｃ

２
８

狂
宴

關
口
由
記
夫

２
９

冬
枯

古
谷
田
娧
子

２
９

河
童

天
野
精
一

３
０

旅
愁

齋
藤
峯
明

３
０

短
唱

長
谷
部
美
津
子

３
１

火
焰
木
原
稿
募
集
・
火
焰
木
賞

３
２

後
記

Ｓ
・
Ｔ
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